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環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会　

事
業
紹
介

デ
コ
活
ふ
く
い

　
県
は
、
２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
達
成
お
よ
び
２
０
３
０
年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
で
49
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
達
成

に
向
け
、
県
と
連
携
し
、
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し
い
豊

か
な
暮
ら
し
を
創
る
県
民
運
動
「
デ
コ
活
ふ
く
い
」
を
展

開
し
、
家
庭
で
気
軽
に
で
き
る
身
近
な
省
エ
ネ
行
動
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

■ 

デ
コ
活
と
は

　
デ
コ
活
と
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
て
、
国
民
の
行
動
変
容
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革
を
後

押
し
す
る
た
め
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
脱
炭
素
に

つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
で

す
。

　
新
た
な
国
民
運
動
と
し
て
愛
称
を
国
民
に
広
く
公
募
し

た
結
果
、
令
和
５
年
７
月
に
「
デ
コ
活
」
と
い
う
名
称
に

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
脱
炭
素
（
Ｄ
ｅ
ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ

ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
と
エ
コ
（
Ｅ
ｃ
ｏ
）
を
含
む
「
デ

コ
」
と
活
動
・
生
活
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。

　
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
に
お
い
て
も
こ
の
デ
コ
活
を

推
し
進
め
る
た
め
、
デ
コ
活
ふ
く
い
と
い
う
名
称
で
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

デ
コ
活
ふ
く
い
の
取
組
み

　
デ
コ
活
ふ
く
い
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
身
近
な
省
エ
ネ

行
動
等
の
情
報
の
発
信
や
楽
し
み
な
が
ら
省
エ
ネ
等
に
取

り
組
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ふ

く
ｅ
ｃ
ｏ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
県
民
の
皆
様
に

よ
り
気
軽
に
楽
し
く
省
エ
ネ
等
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
様
々
な
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。

■ 

ふ
く
ｅ
ｃ
ｏ
ア
プ
リ

　
ふ
く
ｅ
ｃ
ｏ
は
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
促
進
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
す
。
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
行
動

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
と
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
手
に
入
り
、

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と
賞
品
の
抽
選
に
参

加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
身
の
行
動
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ふ
く
ｅ
ｃ
ｏ
で
は
、
ク
イ
ズ
へ
の
解
答

や
環
境
に
関
連
し
た
動
画
の
視
聴
、
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
実
施
な
ど
で
ポ
イ
ン

ト
が
入
手
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
県
内
の

協
力
施
設
（
エ
コ
ス
ポ
ッ
ト
）
に
お
い
て

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
設
置
さ

れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で

も
ポ
イ
ン
ト
を
入
手
で
き
ま
す
。

■ 

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
情
報
の
発
信

　
デ
コ
活
ふ
く
い
で
は
、
定
期
的
に
テ
レ

ビ
番
組
を
放
送
し
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
省

エ
ネ
等
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

番
組
以
外
で
も
Ｃ
Ｍ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
通
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

■ 

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
定
期
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
省
エ
ネ
等
に
関

す
る
普
及
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
す
る
と
景
品
や
ふ
く
ｅ
ｃ
ｏ
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

る
な
ど
、
お
得
で
あ
り
な
が
ら
省
エ
ネ
等
に
取
り
組
め
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
種
類
は
、
ご
み

減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
も
の
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
当
協
議
会
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
財

源
と
し
て
環
境
保
全
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
ス
タ
ー
ト
応
援
枠
１
団
体
・
共
働
活

動
応
援
枠
３
団
体
の
計
４
団
体
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

し
た
。

■ 

ス
タ
ー
ト
応
援
枠
（
上
限
二
〇
万
円
、
最
長
３
年
）

　
団
体
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
５
年
未
満
の
団
体
、
新
し
く

事
業
を
立
ち
上
げ
る
団
体
へ
の
助
成

■ 

共
働
活
動
応
援
枠
（
上
限
五
〇
万
円
、
最
長
２
年
）

　
新
た
に
他
団
体
や
企
業
と
共
働
し
て
活
動
す
る
団
体
、

新
た
に
団
体
と
共
働
し
て
活
動
す
る
企
業
へ
の
助
成

■ 

ご
寄
附
に
つ
い
て

　
環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業
は
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
金

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
環
境
保
全
活
動
の
活

性
化
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
当
事
業
は
、
会
員
を

は
じ
め
広
く
一
般
の
方
を
対
象
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
会
を
提
供
し
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
49
％
削
減
（
２
０
１
３
年
度
比
）
に
向
け
、
県
民

の
意
識
啓
発
を
図
る
も
の
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
体
験
会
に
参
加
し
た
会
員
が
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
講
師
）
の
資
格
を
取
得
す
る
際

の
費
用
を
２
分
の
１
助
成
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
８
月
１
日
（
木
）
に
第
１
回
目
の
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
体
験
会
を
実
施
し
12
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
難
し
さ
、
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」
等
、
前
向
き
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
社
会
人
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
に
向
け
て
も

体
験
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

令和６年度環境ふくい未来創造事業助成団体一覧
〇スタート応援枠

団体名 活動名称・概要 活動地域

株式会社まち UP いけだ
【里ん子たんけん隊】
　ツリーピクニックアドベンチャーいけだ園内
を利用した親子対象自然体験活動およびイベン
トの開催

池田町

〇共働活動応援枠
団体名 活動名称・概要 活動地域

あわらの自然を愛する会
【赤尾湿地を守り育て後世に遺そう】
　赤尾湿地内での「自然観察会」「浮島体験会」
の実施、アシ材を利用したストローの制作体験
会の実施

あわら市

特定非営利活動法人
森林楽校・森んこ

【混合林化の可能性を探る】
　植樹体験会、林内見学会の実施、学生との共
働による野外学習用作業路の整備

おおい町

さとやま子育てコミュニティ
いけだのそら

【子どもの森暮らし基地づくり】
　森の基地づくり・森のデッキづくり、小学生
を対象としたイベントの開催

池田町

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
普
及
推
進
事
業

「大学生との交流会」（森林楽校・森んこ） 「里ん子たんけん隊」（まちUPいけだ）

「森のデッキ完成パーティー」（いけだのそら） 「赤尾湿地自然観察会」（あわらの自然を愛する会）

第1回カーボンニュートラルカードゲーム体験会

Android 

AppStore

　
　
福
井
信
用
金
庫
　
様

　
　
北
陸
電
力
株
式
会
社
　
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

910

みんなのかんきょうみんなのかんきょう



ワーキンググループ

エ
コ
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ネ
事
業

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

親
子
で
環
境
活
動
推
進
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
環
境
保
全
や
省
エ
ネ
に
係
る
人
材
の
発

掘
・
育
成
・
循
環
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
６

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
新

た
に
企
画
委
員
に
就
任
さ
れ

た
方
や
、
環
境
に
限
ら
ず

様
々
な
分
野
に
お
い
て
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
若
手

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
企
業
・
団
体
と
の
連
携

強
化
や
協
議
会
の
知
名
度
向

上
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
今
後
協
議
会
が
実
施
す

べ
き
事
業
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
初
の
嶺
南
地
区
開
催
と
な
り
、
小
学
生
の
親
子

９
組
25
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
伝
統
漁
法
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
で
は
伝
統
的
な
う
な

ぎ
の
筒
漁
を
体
験
し
、
参
加
者
は
う
な
ぎ
の
習
性
を
生
か

し
た
不
思
議
な
漁
の
方
法
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
う
な
ぎ
の
調
理
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
う
ね

う
ね
と
動
く
う
な
ぎ
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、
尊
い
命

を
い
た
だ
く
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
高
め
て
い
ま
し

た
。
最
後
は
親
子
で
『
う
な
重
』
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
高

級
食
に
親
子
で
舌
鼓
を
う
ち
、
満
足
感
い
っ
ぱ
い
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
ま
し
た
。

　
『
生
き
物
観
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
で
は
、
特
定
外
来
生
物

の
回
収
作
業
を
漁
船
に
乗
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、回
収
さ
れ
た
「
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
」「
ブ
ル
ー
ギ
ル
」「
ラ

て
は
、
協
議
会
が
毎
年
県
内
全
小
学
校
の
新
一
年
生
に
配

布
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
ふ
く
い
っ
子
に
体
験
し
て

ほ
し
い
50
の
自
然
体
験
』
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。

■ 「
三
方
五
湖
ト
レ
ジ
ャ
ー
！
」

　
令
和
６
年
度
は
「
三
方
五
湖
ト
レ
ジ
ャ
ー
！
」
を
テ
ー

マ
に
、一
般
社
団
法
人Sw

itch Sw
itch

主
管
の
も
と
、

三
方
五
湖
に
て
『
伝
統
漁
法
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
と
『
生

き
物
観
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

イ
ギ
ョ
」
に
直
接
触
れ
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
か
ら
は
特
定
外
来
生
物
に
よ

る
在
来
種
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
生
態
系

保
全
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
見
学
後
に
は
人
気
の
地

元
料
理
で
あ
る「
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
炊
き
上
げ
」を
試
食
し
、

三
方
五
湖
の
天
然
食
材
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
環
境
に
関
す
る
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
で
、
指
導
者
や
講
師

に
お
困
り
の
方
へ
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
環
境
問
題
や
リ
サ
イ

ク
ル
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
、
自
然
保
護
な
ど
様
々
な
分
野

の
専
門
家
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
学
校
や
町
内
会
、
企
業
な
ど
に
環
境
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
呼
ん
で
、
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

是
非
、
お
気
軽
に
ご
相
談
・
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

■ 

事
業
の
目
的

　
福
井
県
は
山
・
海
・
川
・
湖
と
多
様
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
伴
い
、
子
供
た
ち
の
自
然
体
験
を
す
る
場
所
や
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
親
子
で
参
加
す
る
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
、
福
井
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
合
い
、
家
族
で
環
境

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。な
お
、自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
当
た
っ

三方五湖トレジャー！
イベント案内

伝統漁法体験プログラム

生き物観察プログラム

福
井
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

検 

索

■ 

古
本
市

　
県
庁
１
階
ロ
ビ
ー
や
福
井
駅
西
口
地
下
駐
車
場
等
に
設

置
し
た
ボ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
回
収
し
た
古
本
を
、
県
主
催

イ
ベ
ン
ト
等
で
開
催
す
る
古
本
市
で
提
供
し
、
そ
の
売
り

上
げ
を
県
内
の
環
境
保
全
団
体
の
支
援
等
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

■ 

修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成

　
も
の
を
修
理
で
き
る
人
材
を
増
や
し
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
リ
ペ
ア
・
リ
ユ
ー
ス
団
体
が
継
続
し
て
活
動
し
て
い
け

る
よ
う
、「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」
や
「
洋
服
・
ぬ
い
ぐ

る
み
お
直
し
隊
」の
養
成
講
座
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
の
う
ち
、
希
望
者
は
お
も
ち
ゃ
の

修
理
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
に

属
し
、
子
ど
も
た
ち
の
も
の
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
た

め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。現
在
、県
内
８
か
所
で
お
も
ち
ゃ

病
院
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
洋
服
・
ぬ
い
ぐ
る
み
お
直
し

隊
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
福
井
県

生
活
学
習
館
、
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
で
は
、
古
本
の
無
人
販

売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
古
本
市
や
お
も
ち
ゃ
病
院
等
の
リ
ユ
ー
ス
行
事
を
実
施

す
る
団
体
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
団
体

が
一
堂
に
会
す
る
総
合
的
な
リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

■ 

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

　
近
年
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

削
減
の
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
身
近
に
で
き
る
取
組

事
例
の
紹
介
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
映
画
の
上
映
等

に
よ
る
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
マ
イ
ボ
ト
ル
推
進

　
水
筒
や
タ
ン
ブ
ラ
ー
等
の
「
マ
イ
ボ
ト
ル
」
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

　
平
成
25
年
９
月
に
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｉ

Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
第
４
回
定
例
会
合
を
契
機
に
、
福
井
県
と
石
川

県
の
両
知
事
が
代
表
を
務
め
、
国
内
の
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研
究
機
関
、
行
政
機
関
等
の
組
織
が
参
画

す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
国
内
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が

そ
の
垣
根
を
越
え
、
様
々
な
交
流
・
連
携
・
情
報
交
換
等

を
図
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
・
利
用
の
取

組
み
を
国
民
的
取
組
み
へ
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
９
月
現
在
、全
国
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

行
政
な
ど
の
１
２
０
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
自
然
再
生
の
先
進
地
の
視
察
や
、
里
山
里
海

湖
の
保
全・再
生
活
動
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

環
境
関
連
の
展
示
会
で
の
活
動
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
２
年
度
以
降
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
会
・

交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
団
体
が
参
加
し
や

す
い
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
各
団

体
の
活
動
状
況
の
共
有
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

リ
ペ
ア・リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
推
進
事
業

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ク
ご
み
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
の
機
会
を
活
用
し
、
マ
イ
ボ
ト
ル

の
利
用
を
推
進
す
る
ブ
ー
ス
等
を
設
け
、
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

おもちゃドクター養成講座

洋服・ぬいぐるみお直し隊養成講座

おもちゃ病院

古本市
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みんなのかんきょうみんなのかんきょう



県
事
業
の
紹
介

太
陽
光・蓄
電
池
の
補
助
金

次
世
代
自
動
車
試
乗
会

Ｖ
Ｐ
Ｐ
を
活
用
し
た
容
量
市
場
へ
の
参
画

　
県
で
は
、令
和
５
年
度
か
ら
県
内
企
業
向
け
の
太
陽
光・

蓄
電
池
設
備
の
導
入
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る

補
助
金
を
開
始
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
県
内
の
住
宅

向
け
に
も
補
助
対
象
を
拡
充
し
ま
し
た
。
当
補
助
金
は
、

太
陽
光
・
蓄
電
池
設
備
の
セ
ッ
ト
導
入
と
太
陽
光
発
電
設

備
の
単
独
導
入
の
２
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
太
陽
光
発
電

は
、
太
陽
光
を
受
け
る
こ
と
で
電
気
を
発
電
す
る
も
の
で

あ
り
、
各
家
庭
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
を

消
費
す
る
こ
と
で
、
化
石
由
来
の
電
力
使
用
量
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
だ
け
で
な
く
、
各
家

庭
の
電
気
代
削
減
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
企
業
向
け
の
補
助
事
業
で
約
30
件
、

住
宅
向
け
の
補
助
事
業
で
約
80
件
を
支
援
し
、
県
全
体
に

お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
と
再
エ
ネ
導
入
量
の

拡
大
に
繋
げ
ま
し
た
。

　
次
世
代
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
・
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
は
、
走

行
中
に
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
従
来
の
ガ
ソ
リ
ン

車
と
比
べ
て
大
幅
に
少
な
く
、環
境
負
荷
を
軽
減
し
ま
す
。

福
井
県
は
一
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
保
有
台
数
が
全
国
一

位
の
車
社
会
で
あ
り
、
次
世
代
自
動
車
へ
の
早
期
転
換
を

促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
県
で
は
今
年
度
、
次
世
代
自
動
車
の
乗
り
心
地

や
加
速
性
能
、
環
境
性
能
の
高
さ
等
の
魅
力
を
啓
発
し
、
県

内
に
お
け
る
早
期
転
換
へ
の
機
運
醸
成
・
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
令
和
６
年
10
月
、「
次
世
代
自
動
車
試
乗
会
」
を
福

井
市
の
タ
カ
ス
サ
ー
キ
ッ
ト
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
は
、
国
内
外
の
様
々
な
次
世
代
自
動
車
で
サ
ー

キ
ッ
ト
コ
ー
ス
を
運
転
し
て
い
た
だ
き
、
乗
り
心
地
や
加
速

性
能
な
ど
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

次
世
代
自
動
車
の
展
示
ブ
ー
ス
や
、
導
入
に
あ
た
っ
て
の
相

談
ブ
ー
ス
な
ど
も
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
次
世
代
自

動
車
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
に
基
づ
き
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
Ｅ
Ｖ
や
蓄
電

池
な
ど
点
在
す
る
電
力
需
要
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
発
電

所
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
る
仕
組
み
「
Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
バ
ー
チ
ャ

ル
・
パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
）」
の
リ
ソ
ー
ス
を
嶺
南
市
町

と
連
携
し
て
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｖ
Ｐ
Ｐ
は
、
電
力
供
給
不
足
時
の
火
力
発
電
に
お
け
る

焚
増
し
抑
制
や
、
電
力
供
給
過
剰
時
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
の
出
力
抑
制
回
避
を
通
じ
て
、
脱
炭
素
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
貢
献
す
る
取
組
み
で
す

　
今
年
４
月
に
は
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
リ
ソ
ー
ス
の
一
つ
で
あ
る
小

浜
市
お
よ
び
高
浜
町
の
上
下
水
道
施
設
を
活
用
し
、
今
年

度
か
ら
開
設
さ
れ
た
新
た
な
電
力
市
場
で
あ
る
「
容
量
市

場
」
へ
参
画
し
ま
し
た
。
容
量
市
場
で
は
、
電
力
供
給
不

足
が
生
じ
た
際
に
電
力
需
要
抑
制
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、

報
酬
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
リ
ソ
ー
ス
提

供
者
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま

で
に
関
西
エ
リ
ア

の
電
力
供
給
不
足

が
７
回
生
じ
て
お

り
（
９
月
20
日
時

点
）、
電
力
需
要

抑
制
の
実
施
に
よ

り
電
力
供
給
不
足

に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

2050年
カーボン
ニュートラル

容量市場への参画イメージ

住宅向け太陽光補助金

次世代自動車試乗会

ふ
く
い
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境
学
習
事
業

大
学
生
の
エ
コ
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業

福
井
県
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　
県
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
の
環
境
学
習
事
業
で
す
。
令
和
６
年
度
は
永
平
寺
町
と

美
浜
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
に
は
、「
関
西
電
力
株
式
会
社
」
の
協
力
の

も
と
、
市
荒
川
発
電
所
で
水
力
発
電
を
テ
ー
マ
と
し
た
体

験
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
水
力
発
電
所
の

内
部
に
入
り
、
山
か
ら
の
落
水
の
力
を
利
用
し
て
回
る
巨

大
な
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
８
月
３
日
と
８
月
５
に
は
、「
三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
株
式

会
社
」
の
協
力
の
も
と
、
美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
で
太

陽
光
発
電
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
電
池
推
進
遊
覧
船
に
乗
り
、
先
進
技
術

を
活
用
し
た
エ
コ
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
し
、
三
方
五
湖
の
自

然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
活
動
の
様
子
は
動
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
内
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
、
将
来
の
環
境
活
動
を

担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
令
和
６
年

度
は
福
井
県
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業

部(

福
井
県
ア
ウ
ト
ド
ア
協
会)

に
委
託
し
、「
大
学
生

限
定
！
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
ツ
ア
ー
」
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
計
３
回
の
ツ
ア
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
『
海
洋
環
境
』『
森
林
環
境
』『
生
物
多
様
性
』

を
テ
ー
マ
に
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
世
界
で
起
き
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
問
題
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
周
知
す
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思

う
。」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
活
動
の
様
子
は
動
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応
を
推
進
す
る
た

め
、
令
和
５
年
11
月
に
「
福
井
県
気
候
変
動
適
応
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
気
候
変
動
に
よ
る
健
康
被
害
や
自
然
災
害
な
ど
の
影
響

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
行

う
「
緩
和
策
」
だ
け
で
は
な
く
、
既
に
表
れ
て
い
る
気
候

変
動
の
影
響
や
中
長
期
的
に
避
け
ら
れ
な
い
影
響
に
対
し

て
、
そ
の
被
害
の
回
避
・
軽
減
に
取
り
組
む
「
適
応
策
」

も
重
要
で
す
。
適
応
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
だ
県
民
の
皆
様
の

認
知
度
が
低
い
気
候
変
動
適
応
策
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
情
報
提
供
を
行
い
、
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
年
４
回
、
県
内
の
気
候
変
動
に
関
す
る

情
報
を
整
理
し
た
広
報
誌
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
で
は
、
身
近
に
で

き
る
適
応
策
や
県
内
の
適
応
策
に
関
す
る
研
究
な
ど
、
適

応
に
関
す
る
最
新
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
気
候
変
動

の
影
響
や
適
応
策
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

環境教育
「小学生の活動」

環境教育
「大学生の活動」

市荒川発電所内部の見学

小型電池推進船の説明を受ける様子

カヤック体験（第１回）

薪割り体験（第２回）

広報誌「FUKUTEKI」
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■ 「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
の
実
施

　
県
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ

き
り
運
動
」
に
取
り
組
み
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
福
井
県

連
合
婦
人
会
と
協
働
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

飲
食
店
や
企
業
に
対
す
る
働
き
か
け
、
地
域
住
民
へ
の
啓

発
、
保
育
園
で
の
学
習
会
な
ど
に
よ
り
、
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
、
本
県
を
事
務
局
と
し
て
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
取
り
組
む
自
治
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
全
国

お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
設

■ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
製
品
の
利
用
促
進

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
が
施
行
さ
れ
る
な

ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
が
急
が
れ
る
中
、
令
和
５

ご
み
減
量
に
向
け
た
普
及
啓
発

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
強
化

食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

ク
マ
の
出
没
対
策

■ 「
や
っ
て
み
よ
う
！
い
ざ
！
ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　
本
県
の
１
人
１
日
あ
た
り
ご
み
排
出
量
は
８
７
８
ｇ
。

全
国
平
均
の
８
４
７ｇ
よ
り
多
く
、
県
民
１
人
あ
た
り
が

年
間
11
㎏
以
上
の
ご
み
を
多
く
排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
食
品
ロ
ス
や
調
理
く
ず
等
の
食
品
廃
棄

物
や
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
多

く
、
ご
み
排
出
量
全
体
の
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
食
品
廃
棄
物
削
減
の
た

め
の
「
３
き
り
（
生
ご
み
の
『
水
切
り
』、
料
理
の
『
食

べ
き
り
』、
食
材
の
『
使
い
き
り
』）」、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
資
源
の
「
分
別
」
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
幅

広
い
啓
発
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
県
民
が
ご
み
減
量
の
取
組
み
を
実
践
す
る
機
会
を
創
出

し
、
さ
ら
に
は
生
活
習
慣
に
す
る
こ
と
で
、
福
井
県
の
ご

み
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

年
度
に
紙
や
木
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
製
品
を
導
入
す
る
事
業
者
に
対
し
、
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
県
民
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
製
品
を
身
近
な
も
の
と
し

て
使
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
使
い
捨
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
削
減
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

■ 

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
の
展
開

　
令
和
元
年
度
よ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
わ
り
、
水
筒
や
タ
ン
ブ
ラ
ー
等
の
利
用

を
推
進
す
る「
マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
持
参
し
た
マ
イ
ボ
ト
ル
に
購
入
し
た
飲
料
を
提
供
し
て

く
れ
る
県
内
飲
食
店
等
を
「
マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
協
力
店
」

と
し
て
登
録
す
る
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
マ
イ
ボ

ト
ル
利
用
推
進
に
取
り
組
む
県
内
企
業
・
団
体
等
を
「
マ

イ
ボ
ト
ル
運
動
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。

立
し
、
令
和
６
年
９
月
末
現
在
、
４
４
６
自
治
体
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
お
い
し
く
食
べ
き
る
こ
と

を
呼
び
か
け
る
「
全
国
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

■ 

て
ま
え
ど
り
の
推
進

　
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
は
、「
消
費
期
限
」「
賞
味
期

限
」
の
違
い
に
つ
い
て
の
啓
発
や
、
商
品
棚
の
手
前
に
あ

る
消
費
期
限
の
近
い
商
品
を
積
極
的
に
選
ぶ
購
買
行
動

「
て
ま
え
ど
り
」
の
推
進
な
ど
、
事
業
者
の
売
れ
残
り
に

よ
る
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
組
み
も
重
要
で
す
。

　
県
民
に
広
く
「
て
ま
え
ど
り
」
が
普
及
す
る
よ
う
、
県

内
ス
ー
パ
ー
等
の
小
売
事
業
者
に
県
独
自
の
ポ
ッ
プ
や
ポ

ス
タ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■ 

フ
ー
ド
ロ
ス
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成

　
県
で
は
、令
和
３
年
度
か
ら「
使
い
き
り
レ
シ
ピ
」や「
冷

蔵
庫
収
納
術
」
な
ど
の
講
座
を
開
催
し
、
食
品
ロ
ス
に
つ

い
て
の
知
識
や
削
減
方
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
た
人
を

「
フ
ー
ド
ロ
ス
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
養
成
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
「
フ
ー
ド
ロ
ス
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
認
定
数
は
着

実
に
増
加
し
て
お
り
、
引
き
続
き
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め

の
知
識
等
を
習
得
し
た
県
民
を
増
や
す
取
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
三
方
五
湖
の
一
つ
で
あ
る
水
月
湖
の
湖
底
に
は
、
お
よ

そ
７
万
年
の
歳
月
を
か
け
て
積
み
重
な
っ
た
「
年
縞
（
ね

ん
こ
う
）」
と
よ
ば
れ
る
縞
模
様
の
地
層
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
水
月
湖
の
年
縞
は
、
考
古
遺
物
な
ど
の
年
代
を

測
る「
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
」の
較
正
に
利
用
さ
れ
、

そ
の
精
度
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、「
世
界

標
準
の
年
代
の
も
の
さ
し
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

年
縞
に
含
ま
れ
る
花
粉
や
火
山
灰
な
ど
か
ら
、
過
去
の
気

候
や
環
境
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

福
井
県
年
縞
博
物
館

　
当
館
で
は
開
館
以
来
、
専
門
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
皆
さ
ん

大
満
足
で
帰
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
年
縞
を
テ
ー
マ
に
し
た
年
縞
博
物
館
は
、
展
示
の

内
容
や
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
、
地
域
振
興
な
ど
多
く
の
面
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
博
物
館
協
会
賞
や
科
学
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
賞
特
別
賞
な
ど
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　
専
門
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
解
説

は
、
来
館
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
好
評
で
、
県
外
か
ら
も
多
く

の
方
が
来
館
し
て
い
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
９
時
～
17
時
（
最
終
入
館
16
時
半
）

【
休 

館 

日
】
火
曜
日
、
年
末
年
始

■ 

年
縞
研
究
の
今

　
令
和
７
年
６
月
に
は
水
月
湖
年
縞
を
11
年
ぶ
り
に
再
掘

削
し
ま
す
。
過
去
に
起
き
た
、
気
候
が
慢
性
的
に
不
安
定

化
し
、
気
象
災
害
が
頻
発
し
た
「
暴
れ
る
気
候
」
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
そ
の
気
候
が
人
類
に
与
え
た
影
響
な
ど

を
解
明
し
ま
す
。
近
年
、
異
常
気
象
が
頻
発
し
て
お
り
、

世
界
が
こ
の
研
究
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

■ 

人
と
ク
マ
の
住
み
分
け
を
進
め
る
た
め
に

　
管
理
計
画
に
よ
り
、
行
政
に
よ
る
ク
マ
の
捕
獲
が
進
め

ら
れ
て
も
、
人
里
が
ク
マ
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
で

あ
る
限
り
、
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
。
人

と
ク
マ
の
住
み
分
け
を
進
め
る
た
め
に
は
、
誘
引
物
の
除

去
や
潜
み
場
の
刈
り
払
い
等
の
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

　
県
で
は
、
市
町
と
協
力
し
、
ク
マ
を
引
き
寄
せ
て
し
ま

う
集
落
周
辺
の
柿
や
栗
な
ど
の
放
置
果
樹
や
、
そ
れ
ら
を

含
む
ヤ
ブ
の
伐
採
に
か
か
る
経
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
（
詳
細
は
市
町
鳥
獣
害
対
策
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）。

　
今
後
も
こ
う
し
た
地
域
主
体
の
出
没
対
策
を
支
援
し
、

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
防
止
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

てまえどりＰＯＰ

てまえどりポスター

ごみ減量チャレンジ

年
縞
博
物
館
の
活
動

■ 

ク
マ
の
出
没
増
加
と
管
理
の
強
化

　
近
年
、
全
国
的
に
山
間
部
の
過
疎
化
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

（
以
下
、
ク
マ
）
の
住
め
る
森
が
人
里
に
広
が
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
ク
マ
の
出
没
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
福
井
県

に
お
い
て
も
、
令
和
６
年
度
の
春
か
ら
夏
の
ク
マ
の
出
没

件
数
（
目
撃
・
痕
跡
・
捕
獲
）
は
、
統
計
の
あ
る
平
成
16

年
度
以
降
最
多
の
５
５
４
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
里
に
住
む
ク
マ
の
捕
獲
強
化
等
に
よ
り
人
と

ク
マ
の
す
み
分
け
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
現
行
の
ク
マ

の
「
保
護
計
画
」
を
廃
止
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
、
新
た

に
「
管
理
計
画
」
を
施
行
し
ま
す
。

クマの出没情報は
コチラをチェック

年縞博物館VR

年縞博物館HP

水月湖の年縞（洪水などの痕跡）

年縞博物館外観
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令和６年度環境ふくい推進協議会会長表彰 受賞者一覧

二
光
技
建
株
式
会
社
（
敦
賀
市
）

二
光
技
建
株
式
会
社
（
敦
賀
市
）

　
弊
社
で
は
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
地
域
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
工
事
現
場
周
辺
で
お
世
話
に
な
っ
た
近
隣
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
清
掃
活
動
も
、
現
在

で
は
年
に
数
回
の
海
岸
清
掃
や
、
毎
月
１
回
行
う
国
道
沿
い
の

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
海
洋
ご
み
問
題
な
ど
の
環
境
問
題
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
昨
今
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ポ
イ
捨
て
と
思

わ
れ
る
ゴ
ミ
を
目
に
す
る
こ
と
も
多
く
、「
ゴ
ミ
が
ゴ
ミ
を
呼

ぶ
」現
象
を
実
感
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
に
で
き
る
事
は「
継
続
」

し
た
清
掃
活
動
で
ゴ
ミ
の
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
街
づ
く
り

を
す
る
こ
と
と
考
え
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
イ

捨
て
の
抑
制
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
、
活
動
の
様
子
を
福
井
県

が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゴ
ミ
拾
い
ア
プ
リ
「
ピ

リ
カ
」
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
継
続
的
な
活
動
を
通
し
て
、
き
れ
い
な
地
域
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私たちの活動紹介私たちの活動紹介

小さなことから「継続的な活
動」

生徒たちの手でより美しい故
郷に！

福
井
市
美
山
中
学
校

福
井
市
美
山
中
学
校

　
本
校
は
、
生
徒
自
ら
が
「
故
郷
美
山
を
き
れ
い
に
し
よ
う
！
」
と
い

う
思
い
か
ら
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
年
地
域
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
美
山
地
区
全
体
の
環
境
保
全
と
意
識
の

高
揚
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

★
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
奉
仕
活
動

　
美
山
地
区
で
平
成
９
年
頃
よ
り
続
い
て
い
る
奉
仕
活
動
で
、
本
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
参
加
し
て
い
る
も
の
で
す
。
６
月
と

11
月
の
年
２
回
、
休
日
早
朝
に
、
国
道
１
５
８
号
線
沿
い
に
あ
る
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
３
カ
所
の
苗
植
え
や
草
取
り
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
掛
け
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
１
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

★
生
徒
会
主
催
の
Ｍ
Ｃ
Ｄ（
美
山
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）

　
６
月
９
日
（
金
）
に
、美
山
地
区
の
ゴ
ミ
拾
い
を
目
的
と
し
た
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
各
ポ
イ
ン
ト
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
美
山
の
豊
か
な
自
然
を

感
じ
る
と
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MCDポスターMCDポスター
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フラワーロ
ード活動 秋

　環境ふくい推進協議会では、環境保全活動のより一層の推進を図ることを目的として、地道に環境保全活動
に努められ、その活動が賞賛に値する個人・団体・学校・企業を表彰しております。令和６年度の受賞者は次
のとおりです。

個人の部（４名）
氏　　　名（市町） 表彰対象活動 功績概要

朝日　憲雄（福井市） 環境美化 　地区の子どもたちの遊び場であるさくら公園やその周辺の除草やごみ拾
い、花壇の整備等の美化活動を30年以上継続して行っています。

藤田　滿雄（福井市）
資源循環社会
環境教育
環境美化

　円山地区で住民と協力して地区内のごみステーションをパトロールし、ご
みの分別指導を行っています。また、地区の広報誌等を利用した環境美化啓
発や環境教育、公民館で出前講座を行っています。

山岸　　稔（福井市） 環境美化 　新渕町公園周囲数百メートルの花壇にクレマチスなど多品種の花を植え管
理しており、SNSや新聞、テレビでもその活動が話題となっています。

清水　武正（大野市） 環境美化
　篠座地区で小学生の登下校に見守り隊として同行する傍ら、ふれあい公園
周辺や小学校の通学路、名水マラソンコース沿いの清掃活動や除草を継続し
て行っています。

　
団体の部（６団体）

団　体　名（市町） 表彰対象活動 功績概要

まつもと輝きたい
（福井市） 環境美化

　北弘公園を周辺住民達が明るい気持ちで集えるような公園にしたいという
思いから、公園の美化活動を行っています。また、砂場を花壇に造り変え、
花壇周辺に小道を整備し、毎年1～ 2回程度植え替えを行っています。

槙山を育てる会
（福井市）

自然環境保全
環境教育
環境美化

　槙山とその周辺の里地里山の整備を行い、槙山の林道や遊歩道を活用する
「槙山ウォーク大会」を継続して開催しています。さらに、自然体験を通し
て地区住民や近隣の園児・小学生に対する環境教育活動に取り組んでいます。

日本野鳥の会福井県
（勝山市）

自然環境保全
環境教育

　鳥類の生息状況の基礎資料収集に関する調査業務を長年行っています。ま
た、会員は環境アドバイザーとしての講義や、小学校と連携し希少種コシア
カツバメに関する授業、野外観察を行っています。

グループ山川田
（越前市）

自然環境保全
環境美化

　坂口地区中津原町で美化活動や自然保護活動を積極的に行っています。休
耕田を利用した花壇づくり、コウノトリ等の生き物や自然保護のために土壌
や水生昆虫を増やすことを目的としたビオトープの整備し、観察会等を開催
しています。

郷の森里楽
（越前市）

自然環境保全
環境教育

　安養寺地区内の県域絶滅危惧Ⅰ類に分類される希少両生類の生息地を保全
するため、生息環境の整備を継続して行っています。産卵状況、生息数等の
確認や、小学生を対象に学習会、観察会を開催しています。

環境シティズンシップ教
育の会
（坂井市）

地球温暖化防止
環境教育

　環境問題や地球温暖化対策の解決に向けて、自ら考え行動していける人材
の育成に尽力しています。地元コミュニティセンターでの出前講座や、市内
の小学6年生を対象に、オリジナル教材を用いてストップ温暖化対策授業を
行っています。

　
学校の部（１校）

学　校　名（市町） 表彰対象活動 功績概要

福井市美山中学校
（福井市）

環境教育
環境美化

　生徒自らが「ふるさと美山をきれいにしよう！」という考えのもと、毎年
様々な活動に取り組んでいます。長年、美山地区のフラワーロードの苗植え
や除草などの環境保全活動に取り組んでおり、さらに、SDGs 講習会の開催
など、環境美化について楽しく工夫しながら活動しています。

　
企業の部（１社）

企　業　名（市町） 表彰対象活動 功績概要

二光技建株式会社
（敦賀市）

環境美化

　毎月1回、事業所周辺、各海岸、金ケ崎宮、担当公共工事の現場周辺、バ
イパス高架下等、市内各所の清掃活動を行っており、SNSで美化活動を発信
することで、住民の環境美化への意識向上に貢献しています。また、護岸工
事の際に流出した自然石を利用した SDGs の達成にも取り組んでいます。
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主な環境関連法令の改正情報（令和６年１月～８月）法令チェックなどにご利用ください。

水質 ■・水質汚濁防止法施行令及び建築基準法施行令の一部を改正する政令（令和６年 政令第１号）
　　概要　１�　水質汚濁防止法（昭和 45 年 法第 138 号）で定める水の汚染状態を示す項目について「大腸菌群数」から「大

腸菌数」に改められた。
　　　　　２�　し尿浄化槽の構造に関する技術的基準について、「大腸菌群数が、一立方センチメートルにつき三 , 〇〇〇個」

から「大腸菌数が、一ミリリットルにつき八〇〇コロニー形成単位」に改められた。
　　公布　令和６年 １ 月 ４ 日
　　施行　令和７年 ４ 月 １ 日
■・下水道法施行令の一部を改正する政令（令和６年 政令第２号）
　　概要　１�　公共下水道または流域下水道からの放流水に含まれる大腸菌群数に係る基準が大腸菌数に係る基準に変更

された。
　　　　　２�　特定事業場から公共下水道または流域下水道に排除される下水に含まれる六価クロム化合物に係る排水基

準が強化された。
　　　　　３　公共下水道または流域下水道の設計、工事の監督管理または維持管理を行う者の資格要件が緩和された。
　　公布　令和６年 １ 月 ４ 日
　　施行　令和６年 ４ 月 １ 日（ただし、一部の規定は令和７年４月１日）
■・水質汚濁防止法施行規則等の一部を改正する省令（令和６年 環境省令第４号）
　　概要　１�　水質汚濁防止法施行規則（昭和 46 年 総理府、通商産業省令第２号）で定める地下水の水質の浄化措置命令

に関する浄化基準のうち、「六価クロム化合物」について、0.02 mg/L に改められた。
　　　　　２�　排水基準を定める省令（昭和 46 年 総理府令第 35 号）で定める排水基準のうち、別表第１に掲げる「六価

クロム化合物」に係る許容限度を 0.2 mg/L に改められた。また、同基準のうち、別表第２に掲げる「大腸菌
群数」が「大腸菌数」に、同項目に係る許容限度を 800 CFU（コロニー形成単位）/mL に改められた。なお、

「六価クロム化合物」に係る排水基準について、電気めっき業に属する特定事業場からの排出水には、暫定排
水基準として 0.5 mg/L を３年間適用することとされた。

　　公布　令和６年 １ 月 25 日
　　施行　令和６年 ４ 月 １ 日（ただし、一部の規定は令和７年４月１日）

騒音・振動 ■・新幹線鉄道騒音に係る環境基準の地域類型を当てはめる地域の指定（令和６年 福井県告示第 78 号）
　　概要　新幹線鉄道騒音に係る環境基準について、福井県内の地域類型当てはめ地域が見直された。
　　公布　令和６年 ２ 月 27 日
　　施行　－

化学物質 ■・�労働安全衛生規則の一部を改正する省令（令和６年 厚生労働省令第 79 号）
　　概要　１　新規化学物質の有害性の調査の結果等の届出または申請について、原則として電子で行うこととされた。
　　　　　２�　新規化学物質の名称の公表方法について、３月以内ごとに１回、定期に、インターネットの利用その他の

適切な方法により公表することとされた。
　　公布　令和６年 ４ 月 25 日
　　施行　令和８年 ７ 月 １ 日（ただし、一部の規定は令和６年７月１日または令和７年１月１日）
■① 毒物及び劇物指定令の一部を改正する政令（令和６年 政令第 196 号）
　② 毒物及び劇物取締法施行規則の一部を改正する省令（令和６年 厚生労働省令第 90 号）
　③ 毒物及び劇物取締法施行規則の一部を改正する省令（令和６年 厚生労働省令第 91 号）
　　概要　１　フルペンチオフェノックスおよびこれを含有する製剤が劇物に指定され、農業用品目に追加された。
　　　　　２　シクロピラニルおよびこれを含有する製剤が有機シアン化合物として指定されている劇物から除外された。
　　　　　３�　ダイアジノンを含有するマイクロカプセル製剤について、劇物および農業用品目に該当する含有率が 30％

を超えるものに改められた。
　　　　　４　別記様式の一部が改正された。
　　公布　令和６年 ５ 月 29 日
　　施行　①③令和６年６月１日（ただし、一部の規定は令和６年５月 29 日）
　　　　　②令和６年 10 月１日
■・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令の一部を改正する政令（令和６年 政令第 244 号）
　　概要　１　次の化学物質（以下「追加指定物質」という。）が第一種特定化学物質に追加指定された。
　　　　　　⑴　ペルフルオロアルカン酸（構造が分枝であって、炭素数が８のものに限る。）またはその塩
　　　　　　⑵　ペルフルオロオクタン酸関連物質（次の化学物質をいう。）
　　 　　　　　・ペルフルオロオクチル＝ヨージド（以下「ＰＦＯＩ」という。）
　　 　　　　　・８：２フルオロテロマーアルコール（以下「８：２ＦＴＯＨ」という。）
　　 　　　　　・�炭素原子と直接に結合するペンタデカフルオロアルキル基（炭素数が７のものに限る。）を有する化合物

であって、自然的作用による化学的変化によりペルフルオロオクタン酸またはペルフルオロアルカン酸
（構造が分枝であって、炭素数が８のものに限る。）を生成する化学物質

　　　　　２　追加指定物質が使用されている製品のうち、輸入禁止とする製品が指定された。
　　　　　３　ＰＦＯＩおよび８：２ＦＴＯＨについて、例外的に使用することができる用途およびその期間が指定された。
　　　　　４　追加指定物質が使用されている製品のうち、技術上の基準適合義務・表示義務を設ける製品が指定された。
　　公布　令和６年 ７ 月 10 日
　　施行　令和７年 １ 月 10 日（ただし、一部の規定は令和６年７月 10 日、令和６年９月 10 日）
■・�経済産業省関係化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行規則の一部を改正する省令（令和６年 経済産業省

令第 45 号）
　　概要　第一種特定化学物質の製造に係る手続等をオンライン化するに当たり、次の改正が行われた。
　　　　　・製造設備に関する「軽微な変更」が規定された。
　　　　　・許可製造業者および届出使用者に求める年次報告に関する様式が規定された。
　　　　　・�第一種特定化学物質等に係る申請等について、オンラインで行う際は、電子署名のみで申請等ができること

とされた。
　　公布　令和６年 ７ 月 10 日
　　施行　令和６年 ７ 月 10 日

■・危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（令和６年 総務省令第 78 号）
　　概要�　定期的な実施が義務付けられている危険物の製造所等および移動タンク貯蔵所における点検について、デジタ

ル技術の活用による点検周期の合理化が可能となった。
　　公布　令和６年 ７ 月 31 日
　　施行　令和６年 ７ 月 31 日

廃　棄　物
・

リサイクル

■・�食品循環資源の再生利用等の促進に関する基本方針を改正する告示（令和６年 財務省、厚生労働省、農林水産省、経
済産業省、国土交通省、環境省告示第１号）

　　概要�　「食品ロスの削減の推進に関する法律の施行」や「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律の廃止」
等の関係法令の改廃に伴う見直し、食品関連事業者以外の者の食品廃棄物の削減の重要性や食料安全保障やカー
ボンニュートラルの観点を踏まえた食品循環資源の再生利用等の実施に係る記載の追加、再生利用等の実施率に
係る目標に参考値として焼却・埋立ての削減目標の追加などが行われた。

　　公布　令和６年 ２ 月 28 日
　　施行　令和６年 ３ 月 １ 日
■・�ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行規則の一部を改正する省令（令和６年 環境省

令第 20 号）
　　概要�　「ポリ塩化ビフェニル使用製品」から除かれる「環境に影響を及ぼすおそれの少ないもの」の基準が、ＰＣＢ含

有量 0.5 mg/kg 以下に改められた。
　　公布　令和６年 ４ 月 19 日
　　施行　令和６年 ４ 月 19 日
■・資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律（令和６年 法律第 41 号）
　　概要　１　再資源化事業等の高度化を促進するため、国の基本方針が作成・公表されることとされた。
　　　　　２�　再資源化事業等の高度化の促進に関する廃棄物処分業者の判断の基準となるべき事項を定めることとされ

た。
　　　　　３�　特に処分量の多い産業廃棄物処分業者に再資源化の実施状況を報告させ、これを環境大臣が公表すること

となった。
　　　　　４�　先進的な再資源化事業等の高度化の取組みを環境大臣が認定する制度を創設し、廃棄物処分業の許可等の

各種許可の手続について特例が設けられた。
　　公布　令和６年 ５ 月 29 日
　　施行　令和６年 ５ 月 29 日から起算して１年６月を超えない範囲内において政令で定める日

地球温暖化
・

エネルギー

■・気候変動適応法施行規則（令和６年 環境省令第２号）
　　概要　熱中症対策の強化に関する次の事項について改正が行われた。
　　　　　・熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報に関する事項
　　　　　・指定暑熱避難施設に関する事項
　　　　　・普及団体に関する事項
　　公布　令和６年 １ 月 16 日
　　施行　令和６年 ４ 月 １ 日
■・�発電用太陽電池設備に関する技術基準を定める省令及び発電用風力設備に関する技術基準を定める省令の一部を改正

する省令（令和６年 経済産業省令第 31 号）
　　概要　１　低圧の太陽電池発電設備に係る接触防止、立入防止措置が規定された。
　　　　　２　太陽電池発電設備および風力発電設備の範囲が適正化された。
　　公布　令和６年 ４ 月 １ 日
　　施行　令和６年 10 月 １ 日
■・地球温暖化対策の推進に関する法律の一部を改正する法律（令和６年 法律第 56 号）
　　概要　１�　現在、市町村のみが定めることができる再生可能エネルギーの促進区域等について、都道府県および市町

村が共同して定めることができることとされ、その場合、複数市町村にわたる地域脱炭素化促進事業計画の
認定を都道府県が行うこととされた。

　　　　　２　許認可手続のワンストップ化特例について、対象となる手続が追加された。
　　　　　３�　原材料調達から廃棄までのライフサイクル全体で排出量が少ない製品等の選択やライフスタイル転換を国

民に促す規定が追加された。　ほか
　　公布　令和６年 ６ 月 19 日
　　施行　令和７年 ４ 月 １ 日（ただし、一部の規定は令和６年６月 19 日、令和８年１月１日）
■・�エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律施行規則の一部を改正する省令（令和６年 

経済産業省令第 47 号）
　　概要�　特定事業者等に義務付けられている電気の需要の最適化に資する措置の実施に係る定期報告について、任意の

報告としてディマンド・リスポンスの実施量等が追加された。
　　公布　令和６年 ７ 月 18 日
　　施行　令和７年 ４ 月 １ 日

その他 ■・公害紛争の処理手続等に関する規則の一部を改正する規則（令和６年 公害等調整委員会規則第２号）
　　概要　１　次の手続きについてウェブ会議方式の利用が可能となった。
　　　　　　・調停手続への調停委員の関与、当事者の出頭
　　　　　　・裁定手続の審問期日への当事者の出頭
　　　　　２�　裁定手続の進行協議への当事者のウェブ会議方式による出頭に関して、やむを得ない事情がある場合には、

音声のみの送受信によることができることとされた。
　　公布　令和６年 ３ 月 29 日
　　施行　令和６年 ４ 月 １ 日
■・危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（令和６年 総務省令第 57 号）
　　概要�　屋外に設けた液状の危険物を取り扱う設備および屋外貯蔵タンクのポンプ設備における危険物の流出防止措置

として、次の措置が定められた。
　　　　・危険物を取り扱う設備の直下の地盤面の周囲に危険物の流出防止に有効な溝等を設ける措置
　　　　・危険物を取り扱う設備の架台等に危険物の流出防止に有効な囲い等を設ける措置
　　公布　令和６年 ５ 月 31 日
　　施行　令和６年 ５ 月 31 日
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